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　３）耕作土層について
　今回の図等には反映できなかったが、耕作土層の記録は遺跡が埋没した後の土地活用の履歴を示し、遺跡の削
平具合を検討する有益な情報である。中でも、遺構検出面の直上を覆う耕作土層（遺物包含層も含む）は廃絶直
後のその場所の様相を示し、その土層の時期や平面分布を把握することで土地利用と地形変化を検証することが
できる。よって、こういった層を「水田層」「耕作土」等として扱って遺物の取り上げを行うことは重要な情報
を喪失することと言える。

　４）整地層の分布
　これも、今回まとめることができなかったが、各地点で確認されている整地層の平面分布図を作成し、土層図
の垂直情報と併せることで地形変化を検証することできる。但し、整地層の認定は非常に難しく、何を以って整
地と判断するのか定義づけ（その調査地点で完結してもよいので、判断した基準を記しておく）が重要である。
また、整地層が無い地点は、元々無いのかそれとも後世の削平で無くなったのか、精査しなければならない。こ
れらの作業を実施した後、該当するエリアでの整地の意味づけ（地形調整のためか、儀式的なものかなど）が可
能となる。

　５）調査情報の増加
　冒頭でも述べたが、大友氏館跡は西側の調査が極めて少ない。遺構の分布についても不明な点が多く、館全体
の土地利用を把握できていない状況である。また、中心建物エリアの遺構検出標高値は高いが、西側との兼ね合
いがどうなっているのか、繋がりが分からないでいる。館20次西側の館26次調査では、後世の開発により地下
げが行われていることが判明しているが、それが更に西側に続くのか、又は本来は館全体が中心建物エリアの様
に高かったのかの検証を行う必要がある。この検討作業により、大友氏館の内部は、城郭的な曲輪のように地形
高に変化を有し、土地区分されていたかを判明することができる。また、町63次C区のように島状に高い地形の
存在についても、その意義付けが可能となる。

おわりに
　『大友氏館跡1』は、これまで実施された大友氏館の外郭についての調査情報をまとめている。調査地点は部
分的であり、調査面積は極めて狭い。調査成果も外郭全体からみたら限定的な感は強く、今後の調査により変動
することも有り得ると考えられる。
　第Ⅳ章では、これまでの調査による膨大な資料を、基準遺構・遺物として整理し、これからの確認調査及び報
告書の刊行をより効率的・圧縮的に進められるように提示している。
　大友氏館跡の調査は、単に重要遺跡の確認調査ではなく、史跡整備やそれを核にしたまちづくりに直結したも
のである。調査に係る留意点は先述したが、また、土層の線1つ、新旧関係1つの認識を違えることで、大友氏
の歴代当主との関わり合いが変わり、歴史事象に大きな影響を与えることになる。
　各調査・整理担当者はそういったことを十分認識しつつ、効率的・効果的な調査情報の提示に努め、「どのよ
うに掘るか・どこまで掘るか・何を伝えるか」の検討・検証を重ねながら、常に調査の精度を高めなければなら
ない。（佐藤道文）
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長　直信　2012c「豊後府内における15 ～ 16世紀の土器様相―三都における土師器編年の併行関係を中心に―」博多・山口
　　　　　　　　　・大分三都市研究会　第２回研究集会
坪根伸也・塩地潤一　2001「豊後国の土器編年」『大分・大友土器研究会論集』　大分・大友土器研究会
坪根伸也　1997「豊後における戦国期京都系土師器質土器に関する覚書」『大分・大友土器研究』第16号　大分・大友土器研究会
坪根伸也　2008「大友館の変遷と府内周辺の方形館」『戦国大名大友氏と豊後府内』高志書院
中西武尚　2005「大友氏館跡北東部地区の遺構変遷の出土土師器」『大分市市内遺跡確認調査概報―2004年度―』
中島恒次郎　2002「Ⅱ．遺跡の時間軸上での位置づけ」『大宰府条坊跡　ⅩⅣ』分析篇　太宰府市教育委員会
乗岡　実　2005「備前」『全国シンポジムウム　中世窯業の諸相―生産技術の展開と編年―資料集』　全国シンポジムウム「中

世窯業の諸相―生産技術の展開と編年」実行委員会
服部実喜　2003「かわらけ」『戦国時代の考古学』高志書院
森田　稔　1995「中世須恵器」『概説　中世の土器・陶磁器』真陽社
第３節
五十川雄也　2011「中世土器廃棄考」『古文化談叢』第65集（４分冊目）九州古文化研究会
上野淳也　2006「大友氏館跡出土土師器の層位学的検討」『大分懸地方史』第197号　大分県地方史研究会
後藤一重　2002「古代・中世の土器祭祀遺構―大分県下の例から―」『古庄屋遺跡』大分県教育委員会
小柳和宏　1994「１．土器の年代とその使用をめぐって」『豊後国田原別符の調査Ⅰ』大田村教育委員会
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長　直信　2011「大友氏館跡調査研究の現状と課題―考古学的成果を中心に―」『福岡大学考古学研究室調査研究報告第10 
冊　福岡大学考古資料集成４』福岡大学考古学研究室

長　直信　2012「第５章　まとめ」『大分市市内遺跡確認調査概報―2010・2011年度―』
中西武尚　2005「大友氏館跡一発掘調査概報Ⅵ」『大分市市内遺跡確認調査概報―2004年度―』
馬淵和雄　1997「食器からみた中世鎌倉の都市空間」『国立歴史民俗博物館研究報告』71　国立歴史民俗博物館
山川　均　1994「土器をまとめてすてること―「中世土器集積」の具体的解釈に関する試み―」『文化財学論集』文化財学論

集刊行会

＜註＞
第Ⅰ章　第１節

（1）大正4年版大分市史86ページと87ページ間に掲載されている。
（2）「第七章大友氏の史跡　第一節大友時代の府内の都政」昭和30年版『大分市史』上巻377 ～ 379ページ
（3）註（2）文献380ページ、381ページ間に掲載「豊後府内位置図」
（4）註（2）文献384ページ「萬壽寺附近史蹟圖」
（5）昭和62年版『大分市史』中巻巻頭写真付図
（6）木村1993　18 ～ 19ページ　なお、木村は古絵図について全て「古図」と呼称している。
（7）木村前掲　21ページ
（8）府内古図3種類が描く範囲は、大友時代府内町の範囲を示し、大分川左岸自然堤防上の大友氏館を含む町屋～外港として

機能したとされる沖の浜までである。その成立年代については、各絵図に書き込まれた年号からB類は天保5 ～ 14年（1834
～ 1843）、C類は文政12年（1829）と推定される。最も古いと推測されるA類は、絵図の中に、寛永13年（1636）に発見
された大臣塚古墳（大臣塔）が記載されていることから、これ以降の成立と考えられる。（木村2000：『南蛮都市・豊後府
内』）また、描かれる「まち」の様子は、絵図の内容から天正9 ～14年（1581～1586）の頃とされる。
第Ⅳ章　第１節

（1）以下は、長2012cの内容を改変したものである。
（2）豊後府内町跡の調査以前の中世土師器研究について概観すると、古代の土器研究同様、周縁地域の調査が先行しており、

80年代は、渋谷忠章氏、菊田徹氏、玉永光洋・小林昭彦氏らによる豊後国内の玖珠郡・海部郡・国崎郡における在地土器の
分類編年が行われた（渋谷1984、菊田1986、小林1988）。90年代にはいっても大友氏の拠点である府内の様相は断片的な
資料でしかうかがえなかったが、小柳和宏氏は、鎌倉時代から江戸時代初期にわたる豊後国全体の土器様相の変遷とその歴
史的意義を検討し、手捏ね成形による土師器が「京都系土師器」であることにはじめて言及し、当地における京都系土師器
出現期を「各国の守護大名達が領国経営に力を入れ、ある者は戦国大名として成長しようとする時期」である15世紀後半に
比定した。また、その分布の中心が府中（大分市）にある点を指摘した。この指摘は豊後府内の土器様相を予見した初期も
のとして先駆的なものであった。また、氏は文献史料をもとにした土師器製作工人の存在とその変容過程を考察する中で、
今後は小地域単位の土器編年の必要性について強く言及している（小柳1991）。その後、90年代後半に組織された大分・大
友土器研究会の活動のなかで、坪根伸也氏は、守岡城跡（大分市）出土の京都系土師器の製作技法論（坪根1997）、塩地潤
一氏の中世後半期に存在する椀形態の土師器についての報告（塩地1997）が行われた。1998年、1999年には大友氏の武
家儀礼の導入時期に着目した塩地氏の一連の京都系土師器編年と出土意義に関する論考が提示されその後の研究に大きな影
響を与えた（塩地1998・1999）。

（3）各形式の特徴は本文中に述べているが、記号名については以下のような整理の中で付した。
坏Bｎ：見込み部分の指による強い横方向の「ナデ」を施す点が最大の特徴であることから、坏Ｂの後に「nade（ナデ）」の

頭文字をとって坏Ｂのｎ形式「坏Ｂn」とする。
坏Bo：底部外面より指（親指）で底部を押し上げ、あげ底状に仕上げる点を特徴とする。この「押し上げ」が大きな特徴で

あることから、「osiage（オシアゲ）」の頭文字をとって、坏Ｂのｏ形式「坏Ｂｏ」とする。
坏Bk：色調が「褐色系」であるのが特徴であり「kassyoku（カッショク）」の頭文字をとって坏Ｂのｋ形式「坏Ｂｋ」とす

る。
　　　通常ならばＩ類やA類などとして標記することが多いが、長2011aでも触れたように、日常業務における、複数人で

の整理作業の中で、極力物自体と分顛名称を直感的に結び付け、認識できるようにとの意図からこのような呼称を考
えた次第である。

（4）皿Cの口縁部変遷の概略は、表44にも示されるように、皿C導入当初はａ・b類が、次いでc・d・f類、そして最後にe類が
出現する。器壁での相関をみると、e類は5ｍｍ以下の１類はなく、6mmを超える厚手の製品として新たに出現するもので
ある。変わって、f類は1・2類でのみ見られ、厚手になる前に淘汰される。大友氏館跡内部では傾向としてa・b・e類の製品
が主流のようである。なお、小例ではあるが第Ⅲ章で報告した第97図21や第98図3、第Ⅳ章２節の26SK011出土例（第
178図10）は、館独特の器形となる可能性があり、今後の資料状況を見ながら別途分類しておく必要がある。ちなみに、河
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野氏のg類は、椀形態椀Ｃとして分類している。
（5）長2012cの転載となるが、町17ASX458・館20SX290出土の京都系土師器の年代観については、古川匠氏（京都府教育委

員会）を介して伊野近富氏（京都府埋蔵文化財センター）に図面・写真をみて頂いた際に頂いた所見を基にしている。なお、
以下では、他の京都系土師器と区別する意味で便宜的に京都産土師器と表記している。

（6）第114図に示した土器は以下の遺構出土遺物より作成した。
Ⅰ期
【Ａ期前半】1～4（12次灰褐色土）・5～8、10、14（25次SK030）・9（12次SD060）・11、15、23、24（21次SD170）・

12、25（12次SD030）・13（12次SJ050）・16（ 21次灰褐色土）・17、18（21次SD185黒茶色土）・19～22（12
次SD060）

Ⅱ期
【Ａ期中頃】26～28、42、43（16次SX001）・29、30、38、46、50、55（20次SX290）・31～34（20次SX340暗灰黒色

土）・35、36、41（17次SX090）・37、51（23次SX020）・39（26次SX008）・40（26次SX015）・45（16次
SX001A）・44、53、54（16次SX001E）・47（20次SX025）・48（20次暗灰茶色土）・49（13次SX050灰色シル
ト質土）・52（20次SX340黒灰色土）

【Ａ期後半】56、58～60、63（1次SK008）・57、62、64～66（20次SX030）・61（26次SD010）
Ⅲ期―１期
【Ｂ期古段階】67（13次SK010茶灰色土）・68～70、75、76（17次SK190）・71～73、77（14次SK025）・74、78（13次

SK025灰茶色土）・79、80、83（13次SK010灰茶色）・81（13次SK025暗灰茶色土）・82（13次SK040）・84（館
11）・85（町５BSX121）

【Ｂ期新段階】86～88、95（23次SK005茶褐色土）・89、90（23次SK005茶色土）・91、96（23次SK005灰褐色土）・92～
94、97（23次SK005暗茶褐色土）・98（23次SK135）・99（23次SK005灰白色土）・100～102（23次SK135）・
103（26次SE030）

Ⅲ―２期
【Ｃ期古段階】104～108（17次SK075）・109～113、118、119（17次SK040）・114～117（23次SK010）
Ⅳ期
【Ｃ期中段階】120（23次SD025トレンチ茶黒色土）・121、136、137（26次SK011）・122（20次SK065暗茶灰色土）・

123、135（26次SK019）・124（2次SE060）・125（70次SK070淡茶灰色土）・126、127（20次SK065暗灰色砂
質土）・128、129（24次SX010）・130（26次SK020）・131～133（23次SD025トレンチ茶黒色土）・134（20次
SK065暗茶灰色土）

Ⅴ期
【Ｃ期新段階】138、141、142（14次SK005）・139、140（21次SX105）・143（23次SD090）
Ⅵ期
【Ｄ期】144（12次SK065）・145（12次SK085）・146（21次SX100黒灰色土）・147（21次SX100茶灰色土）
第Ⅳ章　第３節

（1）これまで「土師器溜まり」（長2011・2012）などと呼称していたが、本報告では中西武尚が呼称している「土師器集中
遺構」（大分市教育委員会2005）に統一した。

（2）以下の内容については、土師器集中遺構が複数確認された15・16・17次調査の担当者であった中西武尚氏との議論のな
かで整理したものである。
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写 真 図 版





大友氏館跡試掘調査遠景（西より）

試掘調査区全景（西より）

大友氏館跡第1次　調査初期の様子（東より） 大友氏館跡第1次　調査初期の様子（西より）

試掘調査巨石出土状況（南より） 試掘調査1トレンチ（東より）

写真図版 1（試掘調査時)

写

真

図

版



遺構検出状況（東より） SD041･040･035検出状況（北より）

SD041･035･SD006･033･050検出状況（東より） 調査区AB間土層観察時（北より）

積み土状遺構A･B･SX018土層観察時（東より） 積み土状遺構A･SX018土層観察時（東より）

SX041土層観察時（東より） SD050･033･006詳細（東より）

写真図版 2（館７次）

写

真

図

版



SD050･033･006･035近景（東より） SD035CD間土層観察時（東より）

SD050CD間土層観察時（東より） SD033･006CD間土層観察時（東より）

SD033･006･050GH間土層観察時（西より） SX003遺物出土状況（南より）

SD033礫出土状況（東より） SK002礫出土状況（南より）

写真図版 3（館７次)

写

真

図

版



遺構検出状況（南より） 遺構検出状況（北より）

SD041礫検出状況（北より） SD041他（1トレンチ）AB間土層観察時（西より）

SD041他（1トレンチ）AB間土層観察時詳細（西より） SD041他（1トレンチ）AB間土層観察時詳細２（西より）

SD023（3トレンチ）EF間土層観察時（南より） SD023（2トレンチ）CD間土層観察時（南より）

写真図版 4（館10次Ａ）

写

真

図

版



a区 SD017･019･020検出状況（西より） a区 CD間土層観察時（南より）

a区 SD020礫検出状況（西より） a区 AB間土層観察時（西より）

a区 AB間土層観察時（西より） a区 SD020土層観察時（西より）

b区 SD015･018検出状況（東より） b区 SD018土層観察時（西より）

写真図版 5（館18次)

写

真

図

版



館18次c区 SD010完掘状況（南より） 館18次c区 調査区AB間土層観察時（南より）

館18次c区 SD010土層観察時（南より） 町56次 遺構検出状況（東より）

町56次 遺構検出状況（西より） 町56次 調査区CD間土層観察時（南より）

町56次 調査区CD間土層観察時（南より） 町56次 調査区CD間土層観察時（南より）

写真図版 6（館18次・町56次）

写

真

図

版



調査区AB間土層観察時（北より） 調査区AB間土層観察時（北より）

SD005土層観察時（北より） 完掘状況（東より）

SD005完掘状況（北より） SD005･SD012AB間土層観察時（北より）

SD012土層観察時（北より） SD005･012土層観察時（北より）

写真図版 7（町56次)

写

真

図

版



A区 遺構検出状況（東より） A区 遺構検出状況（北より）

A区 SX005掘削状況（北より） A区 SX005土層観察時（北より）

A区 SX005土層観察時（南より） A区 SD001遺物出土状況（北より）

A区 SD001土層観察時（北より） A区 SD001土層観察時（南より）

写真図版 8（町66次）

写

真

図

版



A区 SX005完掘状況（東より） A区 SD001完掘状況（東より）

A区 SD001・SX005完掘状況（北より） B区 遺構検出状況（南より）

B区 遺構検出状況（北より） B区 CD間土層観察時（南より）

B区 SD020･SK025検出状況（南より） B区 AB間土層観察時（北より）

写真図版 9（町66次)

写

真

図

版



町66次B区 SD020完堀状況（南より） 町66次B区 SK025掘削状況（西より）

町66次B区 SD015GH間土層観察時（南東より） 町66次B区 SD015完堀状況（南より）

町66次B区 SX035EF間土層観察時（北より） 町66次B区 完掘状況（南より）

町63次A区 調査区北端遺構検出状況（南より） 町63次A区 調査区北側中央遺構検出状況（北より）

写真図版 10（町66次・町63次）

写

真

図

版



A区 調査区南側遺構検出状況（西より） A区 SD001検出状況（東より）

A区 SD001掘削状況（東より） A区 SD001骨出土状況（東より）

A区 SD001礫出土状況（東より） A区 SD001掘削状況（東より）

A区 SD001完掘状況（東より） A区 SP012遺物出土状況遠景（東より）

写真図版 11（町63次)

写

真

図

版



A区 SP012遺物出土状況詳細（南より） A区 SD050掘り下げ･SD060検出状況（東より）

A区 AB間土層観察時（北側調査区東より） A区 AB間土層観察時（南側調査区東より）

A区 CD間土層観察時（西より） A区 SX010遺物出土状況（西より）

A区 SX010･SX015土層観察時（東より） B区 遺構検出状況（北より）

写真図版 12（町63次）

写

真

図

版



B区 SX102･103検出状況（西より） B区 調査区全景（北より）

B区 調査区AB間土層観察時（東より） B区 SA105･SB115検出状況（東より）

B区 SA105a土層観察時（北より） B区 SD107土層観察時（北より）

B区 調査区EF間土層観察時（北より） B区 遠景（西より）

写真図版 13（町63次)

写

真

図

版



B区 調査区CD間土層観察時（西より） B区 完掘状況（南より）

C区 遺構検出状況（南より） C区 遺構検出状況（東より）

C区 調査区CD間土層観察時（北より） C区 調査区CD間土層観察時②（北より）

C区 調査区AB間土層観察時（東より） C区 SP203土層観察時（東より）

写真図版 14（町63次）
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遺構検出状況（北より） 遺構検出状況（南より）

SK025･030検出状況（北より） SK025･030･SX022検出状況（東より）

調査区北側遠景（南より） 調査区AB間土層観察時（南より）

SX022～024土層観察時（南西より） SK025検出状況（東より）

写真図版 15（館22次)
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SK025下層遺構土層観察時（東より） SK030検出状況（東より）

SK030土層観察時（東より） SK031土層観察時（東より）

SK031完掘状況（東より） SK034土層観察時（東より）

調査区全景（南より） 調査区全景（北より）

写真図版 16（館22次）
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要　　約

報  　告　 書　 抄 　録

　『大友氏館跡１』は、これまでに行った確認調査の中でも、館の範囲及び外郭施設の確認を目的として実施した調査の成果を収録している。調査の結
果、大友氏館の北外郭・西外郭・南外郭エリアでは2条を1対とする東西方向に伸びる溝跡と積み土状遺構が確認でき、溝によって区画されていたことが
考えられる。東外郭エリアにおいては、推定東ライン上に外郭施設を構成する掘り込み地業跡や整地土層、砂利と粘土を交互に積み上げている積み土
状遺構を検出しており、他のエリアとは違った区画を行っていた可能性が高い。大友氏による「土囲廻塀」の普請を命じた文書には、東外郭は築地塀、
その他の地区については土囲廻塀と呼ばれる施設であったことが記述されており、今回の確認調査から大友氏館には史料のような外郭施設が存在した
ことが明らかとなった。
　また、大友氏館跡内で膨大な量が出土する土師器について整理検討を行い、今後の調査研究及び報告書作成にあたって時期決定の指針を提示す
る目的で基準となる遺構・遺物を抜粋したものを掲載している。
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